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道 標
大量退職・大量採用の影響により，経験の浅い教員が増加す

る中，教育課程・授業方法の改革への対応を図るため，教員の
資質向上にかかる新たな体制を構築する必要性から，平成 28年 
11 月 28 日に「教育公務員特例法等の一部を改正する法律」が
公布された。
「養成内容の改革」として，英語，道徳，ICT 等の新たな課
題や育成すべき資質・能力の視点からの授業改善等に対応した
教員養成への転換，学校インターンシップの導入などが求めら 
れている。
「採用段階の改革」においては，円滑な任務遂行のための取組，
教員採用試験の共同作成， 特別免許状の活用等による多様な人
材の確保に向けた制度に改める動きが加速している。
「現職研修の改革」においては，継続的な研修の推進，初任
者研修改革，十年経験者研修改革，管理職研修改革のための研

修実施体制の整備・充実が各教育委員会で検討されている。
特に，十年経験者研修の改革で，教員免許更新の意義や位置

付けを踏まえつつ，学校内でミドルリーダーとなるべき人材を
育成すべき中堅教諭等資質向上研修等に転換し，それぞれの地
域の実情に応じ，実施時期にも弾力化が図られた。 教員が職責
を果たすためには，単に一所懸命というだけでなく，実際にそ
れを実現できる技量が不可欠であり ,それこそが専門性である
からだ。教育基本法や教育公務員特例法等で，教員には 絶えざ
る「研究と修養」が求められている。県民の期待に応えるため
には，子どもたちの心や感性に働きかけ「やる気」を育て，自
ら何かに取り組んでいく心構えや働きを引き出す指導力が必要
である。
そのために，日々教育の実践に当たる教員には，「資質向上」

に向けた努力が更に求められることだろう。
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